
■ 開催趣旨
　 大日堂（だいにちどう）は、昭和10年（1935年）に木村武山が廃寺となった吉祥院跡にある実家の邸内に
建立したもので、建物は平泉金色堂の様式を取り入れ、総檜造、瓦は三州瓦で葺かれている。堂宇正面に
は大日如来、右の壁面には脳溢血で倒れ、右手が不自由となった後に左手に絵筆を持ち替えて描かれた
虚空蔵菩薩など、「仏画の武山」の本領を発揮した作品が数多く残されている。
　 木村武山に関する講座を通じて木村武山の仏教美術の神髄、文化財として価値認識の普及を促進し、一
般公開をしている大日堂の拝観増加につなげることで、貴重な文化財を後世に伝えることに寄与する。

■ 講座概要　　
　１ 日　 　 時　　　6月23日（日）　午前10時～
　２ 場　 　 所　　　講義 ： 笠間市地域交流センターはこだ（笠間市箱田1037番地）
　　　　　 　　　　　  作品解説 ： 大日堂（笠間市箱田2210番地）
　３ 講　 　 義　　　（仮題） 「木村武山の芸術-大日堂壁画を中心に-」
　４ 講　 　 師　　　茨城県近代美術館　企画課長　中田 智則（なかだ とものり） 氏
 　  作品解説
　５ 定　　　員　　　30名（申し込み多数の場合、抽選により決定します）
　６ 申込期限　　　6月6日（木）
■ 公開概要　　　　公開日時　　月の第2・4日曜日　午前9時から午後4時まで（完全予約制）
　　　　　　　    　　　拝観料　　　 大人 500円　　小人 300円
　　　　　    　　　　  拝観予約　  電話、メールまたは窓口で拝観希望日の5日前までに申し込み

　 笠間市は、歴史と風土が育んだ地域の文化資源を継承し、優れた芸術・文化に親しむ機会の

充実を図ることで郷土愛を醸成するとともに、本市の魅力向上や今後の地域づくりに資する資源
として適切な保護と活用を進めています。
　 笠間市出身の日本画家 木村 武山（きむら ぶざん）は、 「仏画の武山」と謳われ、その仏教美術

の神髄と大日堂に残された大日如来や虚空蔵菩薩、天井画など晩年の傑作を知っていただき、
貴重な文化遺産を永く後世に継承するため、木村武山に関する講座を開催します。　
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木村武山に関する講座を開催します
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